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第１回調査検討会まとめ

新たな溶接部試験を迅速に導入するために、過去に検討を行ったD-RT、渦電流探傷試験の検討過程をとりま
とめ、「非破壊試験技術者」「非破壊試験の特性」についての確認フロー（案）を策定

確認フローの策定

非破壊試験の特性につい
ての検討へ

無

無

有

必要

当該試験はJIS Z 2305に
基づく資格認証があるか

他規格による資格認証が
あるか

当該試験に類似するJIS 
Z 2305に基づく資格認

証があるか

教育プログラム（講習等）が
あるか

有

無

非破壊試験技術者に求められる資格等に関する確認フロー（案）

JIS Z 2305等の資格要件に
含まれない当該試験特有の

教育が必要か

有

有

不要

無

危険物の規制に関する規則
に規定の無い非破壊試験

適用困難
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非破壊試験の特性に関する確認フロー（案）

無

有
不可能

当該試験はJISに試験方法
が示されているか

他規格に試験方法が示さ
れているか

特定のきずを検出対象と
する条件を提示できるか

無

規則第20条の７、規則第20
条の８で判定可能か

有

可能

不可能

非破壊試験の特性につい
ての検討

適用困難

基準きずの検討

基準きずの検出は可能か

可能

可能不可能

溶接部検査への導入
適用部位の検討

JISに類似する
試験方法はあるか

有

無
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「非破壊試験技術者」、「非破壊試験の特性」についての確認フロー（案）に基づき、交流電磁場測定法
（ ACFM：Alternative Current Field Measurement ）を用いた確認フロー（案）の検証計画を立案

第１回検討会のまとめ

非
破
壊
試
験
の
特
性

①適用部位について
の検討

②試験方法の規格に
関する検討

項目 概 要

④
基準き
ずの検
出性

ACFMは表層のきずを検出ための手法であること及び渦電流探傷試験と同程度
のきず検出能を有していることからタンク底部の溶接部を対象とした

平板に設けた基準きずに類するきずの検出性について、各種機器を用いて、各
種機器の性能（理想環境における性能）確認

日本産業規格（JIS） Z 2305（非破壊試験技術者の資格及び認証）ではACFM
の取り扱いについて明記されていないため、国内外規格の調査結果から消防法
上でのACFMの取り扱いについて検討

⑤文献等調査 国内外における試験方法の分類及び認証の制度について調査

④－１
理想環境

④－２
実環境

溶接部に設けた基準きずの検出性について、各種機器を用いて、各種機器の性
能（実環境における性能）確認

技
術
者
資
格

⑥必要な技能に関す
る検討 上記②~⑤を踏まえ、作業従事者に求められる技能等について検討

③基準きずの検討 ACFMに適した基準きずの寸法、形状、材質について検討
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